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「
風
早
郷
」
へ
六
月
に
里
帰
り
し
た
い 

心
づ
も
り
に
し
て
い
た
六
月
五
日
（
二
〇
〇
〇
年
）
か
ら
の
「
風
早
郷
」

へ
の
は
じ
め
て
の
里
帰
り
は
、
順
調
に
進
め
ら
れ
そ
う
だ
。 

  

全
日
空
で
の
松
山
行
き
も
「
特
割
」
料
金
で
予
約
で
き
た
。
北
条
市
（
当

時
）
に
は
適
当
な
ホ
テ
ル
も
な
い
よ
う
な
の
で
、
鹿
島
の
国
民
宿
舎
に
電
話

を
入
れ
て
み
た
と
こ
ろ
、
３
月
で
営
業
を
止
め
た
、
と
い
う
。
建
物
の
老
朽

化
が
ひ
ど
い
か
ら
、
と
電
話
に
出
た
女
性
が
虚
ろ
に
笑
う
。
適
当
な
宿
は
？

と
訊
く
と
「
門
田
旅
館
」
と
「
水
軍
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
」
の
電
話
番
号
を
教

え
て
く
れ
た
。 

 

他
の
用
件
も
あ
っ
て
、
北
条
市
役
所
の
社
会
教
育
課
に
も
連
絡
を
と
っ
た

の
で
ど
ち
ら
が
い
い
か
、
探
り
を
入
れ
た
と
こ
ろ
。
「
門
田
」
を
薦
め
ら
れ

た
。
素
泊
り
で
四
〇
〇
〇
円
だ
と
い
う
。
こ
の
旅
は
、
で
き
る
限
り
出
費
を

切
り
詰
め
て
み
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
、
出
足
好
調
だ
と
、
ひ
と
り
笑
い
す

る
。 

 

■
五
泊
六
日
の
旅
程
を
組
ん
で
み
た 

北
条
で
は
二
泊
が
必
要
だ
ろ
う
。
六
月
七
日
は
鈍
川
温
泉
の
「
美
賀
登
」

と
し
た
。
玉
川
町
竜
岡
を
中
心
に
、
こ
こ
は
か
な
り
重
要
な
取
材
ス
テ
ー
ジ

と
な
る
は
ず
だ
。
八
日
は
奥
道
後
の
「
か
ん
ぽ
の
宿
・
寿
楽
荘
」
が
と
れ
た
。

九
日
は
、
こ
の
旅
の
予
備
日
に
あ
て
、
「
久
万
山
」
か
「
大
三
島
」
か
、
ど 

  

高
縄
山
頂
か
ら
の
斎
灘
眺
望 

興
居
島
か
ら
右
手
に
忽
那
島
諸
島
ま
で
見
え
る 
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ち
ら
か
が
行
き
先
と
な
る
だ
ろ
う
。
十
日
は
、
午
後
三
時
ま
で
に
、
中
学
時

代
の
同
窓
会
に
出
席
す
る
た
め
、
京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
へ
着
い
て
置

き
た
い
。
松
山
空
港
か
ら
伊
丹
に
入
り
、
バ
ス
で
京
都
入
り
す
る
こ
と
と
し

た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
今
治
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
大
三
島
へ
渡
り
、
そ
こ
で

一
泊
。
大
山
祇
神
社
へ
参
詣
し
、
再
び
フ
ェ
リ
ー
で
広
島
県
・
竹
原
へ
移
動

す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
河
野
通
直
と
殉
死
し
た
家
臣
た
ち
が
葬
ら
れ
て
い
る

哀
し
み
の
地
を
、
歩
い
て
み
た
か
っ
た
が
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
処
理
と
、
そ
の

あ
と
の
京
都
ま
で
の
便
が
よ
く
な
い
の
が
判
っ
て
、
そ
れ
は
断
念
し
た
。 

こ
う
し
た
旅
程
を
組
ん
だ
以
上
、
な
ん
と
し
て
も
祖
父
の
養
父
「
正
岡
周

平
」
の
も
と
へ
辿
り
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

  

も
っ
と
足
元
か
ら
固
め
る
方
策
は
な
い
も
の
か
。
父
・
徳
一
は
も
う
彼
岸

の
人
だ
。
母
・
澄
子
は
八
八
歳
と
な
り
、
わ
が
妹
・
享
子
の
世
話
で
介
護
を

受
け
る
恍
惚
老
人
状
態
。
と
て
も
話
の
訊
け
る
状
態
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ

う
な
っ
た
ら
、
父
方
の
伯
父
筋
か
ら
洗
い
出
し
て
行
く
し
か
な
い
。
幸
い
、

嶋
津
良
枝
（
順
吉
伯
父
の
長
女
）
が
健
在
だ
と
、
わ
が
弟
・
浩
司
の
示
唆
が

あ
っ
て
電
話
連
絡
を
試
み
た
。 

 

■
「
跳
ん
だ
カ
ッ
プ
ル
」
だ
っ
た
、
と
そ
の
人
は
笑
う 

一
〇
歳
年
上
の
従
姉
は
、
記
憶
通
り
の
声
だ
っ
た
。
電
話
で
や
り
と
り
し

て
い
る
と
、
そ
の
風
貌
ま
で
が
見
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
ぼ

く
の
記
憶
の
な
か
で
凍
結
し
て
あ
る
若
き
日
の
も
の
だ
っ
た
ろ
う
が
…
…
。

す
で
に
ご
主
人
も
逝
き
、
実
弟
の
正
岡
照
孝
氏
の
家
族
と
暮
ら
し
て
い
る
と

い
う
。 

「
宮
田
（
直
方
市
の
す
ぐ
傍
の
町
）
に
母
方
の
実
家
・
乗
松
の
小
母
さ
ん
が

い
て
、
四
国
の
お
墓
の
こ
と
も
知
っ
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
、
今
の
う
ち
に

聞
い
て
お
か
な
い
と
ね
」 

屈
託
の
な
い
元
気
な
声
だ
っ
た
。
そ
ち
ら
は
八
幡
に
移
っ
た
正
岡
兄
弟
の

惣
領
だ
か
ら
、
戸
籍
も
真
っ
直
ぐ
、
愛
媛
県
に
繋
が
る
は
ず
。
こ
ち
ら
の
事

情
を
説
明
し
て
、
大
至
急
に
手
配
で
き
な
い
か
、
と
お
願
い
し
た
。 

「
い
い
よ
。
あ
た
し
も
興
味
あ
る
し
。
し
っ
か
り
調
べ
て
、
教
え
て
ね
」 

「
あ
あ
。
と
こ
ろ
で
父
の
聞
き
書
き
の
中
で
、
重
吉
さ
ん
と
ク
ラ
さ
ん
は
駆

け
落
ち
し
た
と
あ
る
け
ど
」 

「
う
ん
、
そ
う
ら
し
い
ね
。
お
医
者
さ
ん
と
の
縁
談
が
決
ま
り
、
挙
式
の
そ

の
日
、
花
嫁
衣
装
の
ま
ま
、
駆
け
落
ち
し
た
と
聞
い
た
け
ど
。
当
時
と
し
て

は
大
事
件
で
、
翔
ん
ど
る
ひ
と
や
っ
た
み
た
い
。
写
真
？ 

ぼ
や
け
と
る
け

ど
、
あ
る
は
ず
よ
」 

  

花
嫁
衣
装
の
ま
ま
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
祖
母
の
行
動
に
は
大

い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
す
る
よ
り
、
こ
れ
ま

で
書
き
あ
げ
た
分
の
「
風
早
郷
へ
、
急
ぎ
往
け
！
」
の
コ
ピ
ー
を
送
る
こ
と

と
し
た
。
彼
女
の
反
応
次
第
で
、
今
後
の
動
き
と
目
的
地
へ
の
着
地
の
仕
方

が
違
っ
て
く
る
か
ら
だ
。
以
下
は
わ
た
し
の
勘
に
す
ぎ
な
い
が
、
ど
う
や
ら
、

「
周
平
さ
ん
の
ク
マ
ヤ
マ
」
は
上
浮
穴
（
か
み
う
け
な
）
郡
の
久
万
山
に
落
ち

着
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

今
の
と
こ
ろ
、
松
山
に
結
び
つ
く
材
料
は
何
一
つ
、
出
て
来
な
い
。
念
の
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た
め
、
国
会
図
書
館
の
図
書
目
録
を
再
検
索
し
て
み
た
。
「
特
１
１
２
」
と

い
う
奇
妙
な
枠
組
み
を
発
見
し
た
。
大
正
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
愛
媛
県
商

工
人
名
録
』
（
二
五
六
ペ
ー
ジ)

と
『
愛
媛
県
人
物
名
鑑
』
（
第
一
輯
～
第
五

輯
）
の
二
冊
。
目
を
通
し
て
置
き
た
い
蠱
惑
の
匂
い
が
す
る
。 

 

「
あ
あ
、
こ
れ
は
で
す
ね
、
関
東
大
震
災
当
時
の
刊
行
物
は
希
少
な
の
で
、

奥
の
別
室
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」 

 

係
の
女
性
が
丁
寧
に
応
え
て
く
れ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
左
端
か
ら
奥
ま
っ

た
一
室
を
目
指
す
。
ガ
ラ
ス
戸
に
仕
切
ら
れ
た
静
か
な
空
間
が
あ
っ
た
。
壁

際
に
は
「
触
れ
な
い
で
」
と
注
意
書
き
の
あ
る
古
い
名
鑑
が
ず
ら
り
と
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
こ
と
り
と
も
物
音
を
た
て
る
の
が
憚
ら
れ
る
濃
縮
し
た
空
気
。

息
が
詰
ま
る
。
や
が
て
、
わ
が
名
を
呼
ぶ
声
。
手
渡
さ
れ
た
四
冊
（
第
四
輯

と
第
五
輯
は
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
）
を
、
ま
る
で
宝
石
の
入
っ
た
箱

で
も
受
け
取
る
気
分
で
、
お
し
頂
い
た
。
色
の
変
わ
り
始
め
た
和
紙
に
顔
写

真
入
り
の
人
物
紹
介
。
多
分
、
発
行
元
「
海
南
新
聞
」
の
勧
請
に
応
え
た
も

の
だ
け
が
掲
載
さ
れ
る
、
そ
の
手
の
も
の
と
は
言
え
、
今
に
な
れ
ば
、
当
時

の
著
名
地
方
人
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
書
き
出
し
は
決
ま
っ
て
「
君

は
…
…
」
と
あ
り
、
本
人
の
記
述
を
文
章
化
し
て
い
る
様
が
読
み
取
れ
て
、

愛
嬌
す
ら
感
じ
ら
れ
る
筆
致
が
面
白
い
。
職
業
、
現
住
所
、
家
族
構
成
等
が

丁
寧
に
書
か
れ
て
い
て
、
富
国
強
兵
時
代
の
「
社
会
」
が
覗
け
る
。 

 

  

■
高
縄
神
社
神
官
家
は
み
ん
な
「重
」が
つ
い
て
い
る
！ 

第
一
輯
は
「
松
山
市
」
と
「
温
泉
郡
」
。
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
。
「
松
山
」
の
項
に
は
「
正
岡
姓
」
は
ひ
と
り
も
い
な
い
。
続
い

て
「
温
泉
郡
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
旧
風
早
郡
を
含
む
の
だ
か
ら
、
当
然
、

何
人
か
は
い
る
は
ず
だ
。
二
二
五
ペ
ー
ジ
か
ら
次
に
か
け
て
四
人
の
「
正
岡

氏
」
が
い
た
。 

  

正
岡
宗
逸 

僧
侶 

禅
臨
済
宗
妙
心
寺
流
壹
等
寺
萬
松
山
大
安
寺
住
職 

 
 

 
      

嘉
永
四
年
九
月
十
七
日
生
ま
れ 

 
 

 
      

今
治
日
高
村 

亡
長
野
弥
三
郎
二
男 

正
岡
家
の
家
督
養
子 

相
続 

 
 

 
      

甥 

宗
琢 

妻 

ツ
ル 

姉 

ト
メ 

養
子 

亀
道 

  

こ
ん
な
具
合
で
あ
っ
た
。 

  

正
岡
重
男 

神
官 

高
縄
神
社
々
掌
宮
内
八
番
戸 

 

明
治
二
六
年
五
月
三
日 

生
父 

重
一 

兄 

義
定 

重
秀 

妻 

松
枝 

男 

重
胤
（
大 

正
十
年
七
月
六
日
）
重
一
の
息
、

愛
媛
県
巡
査
、 

正
岡
姓
は
十
五
代
前
よ
り
。
経
孝
の
弟
・
経
兼
の
と
き
正
岡

丹
後
守
と
改
称
。
君
の
家
を
正
神
主
家
と
称
し
、
そ
の
分
派

た
る
正
岡
重
政
家
及
び
正
氏
家
を
侍
家
と
称
す 
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正
岡
宗
圓 

温
泉
郡
川
上
村
南
方
１
３
３ 

南
昌
寺
住
職 

   

正
岡
重
政 

宮
内
九
番
戸 

明
治
一
九
年
家
督
を
相
続
す 

村
役
場
書 

記
、
小
学
教
員
、
高
縄
神
社
々
司
の
傍
ら
、
教
員
を
勤
め
つ

つ
あ
り 

 

■
枝
分
け
、
帰
農
し
た
正
岡
氏
が
棲
み
つ
い
た
先 

第
二
輯
は
「
上
浮
穴
郡
」
。
「
う
け
な
」
と
訓
む
。
伊
予
の
北
海
道
と
も
、

軽
井
沢
と
も
呼
ば
れ
る
山
間
部
で
あ
り
、
「
久
万
山
」
が
含
ま
れ
る
、
悩
ま

し
い
地
域
で
あ
っ
た
。 

 

正
岡
金
次
郎 

上
浮
穴
郡
柳
谷
村
柳
井
川
一
七
一
八
の
一 

農
業 

明
治 

 
 
 
 
 

 

十
一
年
四
月
一
日
生 

 

藤
坂
彦
五
郎
の
二
男
、
仝
村
正 

岡
丑
弥
の
養
子
と
な
り
、
家
督
相
続 

 

正
岡
政
四
郎 

杣
川
村
杣
野 

教
員 

明
治
二
七
年
五
月
十
一
日
生 

 

正
岡
慎
太
郎 

勲
八
等
、
蹄
鉄
工
、
牛
乳
販
売
、
醤
油
醸
造
業 

久
万
町
一 

五
七
番
地
、
電
話
四
一
、
明
治
十
六 

年
一
月
二
〇
日
生 
仝

郡
弘
形
村
の
出
身 

明
治
三
九
年
に
久
万
町
に
転
居 

蹄
鉄

工
開
業 

正
岡
助
太
郎 

農
業 

上
浮
穴
郡
明
神
村
東
明
神
一
五
八
番
戸 

明
治
八
年 

十
二
月
一
〇
日
生 

  「
越
智
郡
」
は
第
四
輯
と
第
五
輯
の
合
併
号
に
。
馴
染
み
の
名
前
が
世
代
交

替
し
て
い
る
。 

  正
岡 

寛 
 

素
封
家 

龍
岡
村
上 

乙
三
番
地 

明
治
三
〇
年
一
月
二
四 

日
生 

祖
母
ソ
ノ
、
母
タ
ネ
、
弟
達
夫
、
仝
衛
、
姉
律
子
、 

仝
八
重
子
、
叔
父
定
雄
、
叔
父
の
妻
子
、
従
弟
和
久
君
は
故 

虎
三
郎
の
長
男
、
大
正
九
年
に
相
続
す 

中
央
大
学
法
科
卒 

憲
政
会
愛
媛
支
部
幹
部
な
り 

 
 

三
坂
峠
を
越
え
る
と
東
明
神
の
里 

 
 

久
万
町
に
入
る
手
前
の
名
所
「
仰
西
渠
」 
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正
岡
太
八 

 

村
長 

鈍
川
村
鬼
原
甲
三
四
八
番
地 

明
治
一
七
年
十
二
月 

十
三
日
生 

父
梶
平 

母
ハ
ヤ 

妻
ア
イ 

長
男
義
男 

二 

女
キ
ヨ
ミ 

三
男
喜
久
夫 

三
女
千
代
子 

 

正
岡
芳
一
郎 

奈
良
原
神
社
々
掌 

久
和
村
鍋
地
二
番
戸 

明
治
二
三
年
七 

月
四
日
生 

父
喜
作 

母
キ
ン 

妻
マ
サ 

岡
山
関
西
中
卒 

神
職
の
傍
ら
九
和
郵
便
局
々
長 

 
 

 

そ
の
他
の
地
区
、
例
え
ば
「
周
桑
郡
」
「
新
居
郡
」
な
ど
か
ら
は
正
岡
氏
は

一
名
も
出
て
来
な
い
。
視
点
を
正
岡
氏
が
必
要
と
さ
れ
た
時
代
に
定
め
て
み

る
。
つ
ま
り
河
野
氏
末
期
に
は
、
幸
門
、
鷹
取
の
山
城
を
守
備
す
る
傍
ら
、

筆
頭
家
老
職
と
し
て
幼
君
を
傅
育
す
る
た
め
道
後
湯
月
城
に
詰
め
る
場
合
が

増
え
て
く
る
。
勿
論
、
そ
れ
は
正
岡
氏
の
本
家
筋
の
話
で
あ
る
が
、
枝
分
け

し
た
り
、
帰
農
し
た
り
し
た
正
岡
氏
が
棲
み
つ
い
た
先
が
、
竜
岡
の
山
の
中

だ
っ
た
り
、
久
万
山
だ
っ
た
り
し
た
の
だ
ろ
う
。
意
味
の
な
い
分
布
の
仕
方

は
な
い
は
ず
だ
。
神
職
を
司
る
氏
族
だ
か
ら
、
当
然
、
山
伏
や
山
の
民
と
の

交
流
は
深
い
。
湯
月
城
が
落
ち
、
南
へ
下
が
れ
ば
久
万
の
山
の
中
、
東
へ
戻

れ
ば
高
縄
・
楢
原
の
山
や
森
で
あ
る
。
北
は
平
野
と
海
。
父
祖
の
地
に
は
縁

族
が
名
を
変
え
て
、
帰
農
し
て
い
っ
た
…
…
そ
ん
な
図
式
が
浮
か
ん
で
く
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
正
岡
氏
が
居
を
構
え
た
周
り
に
は
渡
部
と
田
中
の
姓

が
多
い
の
も
特
徴
だ
。 

 

 

高
縄
半
島
の
谷
間
と
山
麓
の
平
地
や
道
後
平
野
、
浮
穴
郡
の
農
山
村
は
河

野
家
主
流
派
武
将
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
分
家
縁
組
な
ど
に
よ
る
血

縁
、
地
縁
で
結
ば
れ
て
い
っ
た
。 

一
方
、
海
と
島
を
支
配
す
る
諸
将
は
河
野
家
に
属
し
な
が
ら
も
九
州
、
中
国

と
の
関
係
も
深
く
、
独
自
の
行
動
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
革
新
、
革
命
の

気
風
は
そ
ち
ら
に
あ
っ
た
が
、
主
流
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
河
野
家
が
あ
り
、
や
が
て
嫡
庶
の
問
題
で
内

紛
が
続
出
し
て
い
っ
た
。 

こ
う
し
た
騒
動
は
戦
後
の
動
き
か
ら
検
証
す
る
と
、
筋
道
が
よ
く
見
え
る
。

伊
予
の
内
紛
は
、
必
ず
あ
と
に
な
っ
て
利
益
を
得
て
い
る
の
は
来
島
・
村
上

と
い
っ
た
水
軍
諸
将
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

得
し
た
奴
は
誰
だ
、
と
追
求
し
て
事
件
の
真
相
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
推
理
小

説
の
手
法
が
、
こ
こ
に
生
き
て
い
る
。 
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「
久
万
山
六
千
石
」
に
よ
う
こ
そ
！ 

『
風
早
』
の
二
〇
年
間
に
及
ぶ
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
洗
い
尽
く

し
た
。
何
編
か
は
コ
ピ
ー
出
来
る
容
量
の
関
係(

一
回
に
つ
き
五
〇
ペ
ー
ジ

ま
で
、
三
回
限
り
【
註
】
今
は
八
〇
ペ
ー
ジ
、
五
回
ま
で)

で
、
ま
だ
入
手

し
て
い
な
い
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
時
間
の
問
題
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
事
態
が
新
し
い
展
開
を
迎
え
て
、
ぼ
く
の
目
は
「
九
万
山
」
に
注
が
れ

て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
の
分
野
の
コ
ピ
ー
が
優
先
さ
れ
、
一
種
の
手
抜
き
状

態
と
な
っ
て
い
る
。 

「
旧
街
道
」
は
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
五
月
か
ら
二
ヵ
月
間
に
わ
た
っ

て
『
愛
媛
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
企
画
を
単
行
本
に
纏
め
た
も
の
で
、
さ
き

に
入
手
し
た
「
古
城
を
ゆ
く
」
同
様
、
当
時
の
地
元
新
聞
記
者
の
、
目
配
り

の
き
い
た
、
テ
ン
ポ
の
い
い
取
材
が
快
い
。
そ
の
当
時
の
街
道
の
様
子
が
判

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
ヒ
ン
ト
も
掴
め
よ
う
。 

 

■
「
旧
街
道
」
松
久
敬
著
・
昭
和
三
〇
年
代
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

庄
屋
跡 

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
二
月
一
七
日
、
土
佐
の
中
央
部
と
伊
予

の
中
核
を
結
ぶ
凍
て
つ
い
た
九
万
街
道
は
た
だ
な
ら
ぬ
人
影
に
朝
の
し
じ

ま
を
破
ら
れ
た
。
ヒ
タ
ヒ
タ
と
し
の
び
寄
る
ワ
ラ
ジ
の
音
は
県
境
ま
近
い
上

浮
穴
郡
美
川
村
東
川
に
集
結
、
無
言
の
統
率
の
も
と
に
ひ
と
か
た
ま
り
と
な

っ
て
こ
こ
の
庄
屋
梅
木
茂
十
郎
の
門
を
た
た
き
『
松
山
藩
の
間
人(

も
う
と

う)

百
姓
＝
水
の
み
百
姓
＝
に
召
し
抱
え
て
も
ら
え
る
よ
う
』
と
嘆
願
書
の
取

り
次
ぎ
を
た
の
ん
だ
。
世
に
い
う
土
佐
紙
す
き
（
漉
）
一
揆
の
逃
散(

ち
ょ
う

さ
ん) 

で
あ
っ
た
。
郷
土
の
作
家
小
田
武
雄
さ
ん
は
こ
れ
に
取
材
し
た
小
説

を
発
表
、
美
川
村
出
身
の
現
砥
部
高
校
教
頭
伊
藤
義
一
さ
ん
も
研
究
調
査
し

て
い
る
が
、
山
あ
い
の
こ
の
旧
道
を
訪
れ
て
み
て
は
じ
め
て
農
民
の
み
じ
め

さ
が
わ
か
る
よ
う
な
物
悲
し
い
街
道
で
あ
る
。 

 

こ
の
書
き
出
し
で
、
往
時
へ
読
み
手
を
誘
い
こ
む
。
一
二
〇
〇
～
一
三
○

○
㍍
は
あ
る
県
境
雑
誌(

ぞ
う
し) 

山
の
峰
伝
い
に
東
川
に
着
い
た
一
揆
の

連
中
は
庄
屋
の
世
話
を
受
け
て
神
社
や
寺
に
二
泊
し
、
地
元
民
か
ら
食
事
の

提
供
を
受
け
た
。
そ
の
頃
の
庄
屋
屋
敷
は
跡
形
も
な
い
が
、
使
っ
て
い
た
井

戸
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。 

  

東
川
は
土
佐
と
の
境
界
が
近
す
ぎ
る
、
と
い
う
の
で
彼
ら
は
美
川
村
七
鳥

へ
向
か
う
。
旧
道
が
郡
内
で
い
ち
ば
ん
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
の
が
こ
の
地

域
だ
っ
た
。
東
光
寺
前
か
ら
カ
シ
ガ
（
返
し
）
峠
、
程
野
、
色
ヶ
峠
を
経
て 

有
枝
に
通
じ
る
道
で
一
里
塚
が
建
っ
て
い
る
。
藩
政
時
代
に
松
山
市
札
の
辻

を
基
点
と
し
た
十
里
目
の
も
の
で
、
石
に
も
『
松
山
札
辻
よ
り
十
□
』
と
里

の
字
が
こ
わ
れ
た
も
の
が
刻
ま
れ
て
い
る
。（
中
略
）
高
岡
元
村
長
も
旧
道
を

通
っ
て
松
山
へ
よ
く
行
っ
た
人
。
八
時
間
か
ら
一
〇
時
間
は
か
か
っ
て
い
た

そ
う
で
、
そ
の
日
は
疲
れ
て
仕
事
に
な
ら
ず
、
道
後
温
泉
に
つ
か
っ
て
一
泊
、

翌
日
仕
事
を
す
ま
せ
て
ま
た
一
泊
、
翌
朝
出
発
し
て
夕
方
帰
る
と
い
う
三
日

が
か
り
の
旅
だ
っ
た
。 

 

道
は
七
鳥
か
ら
美
川
村
有
枝
へ
と
続
く
。
有
枝
は
一
一
〇
戸
の
集
落
。
元
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弘
形
村
分
に
属
し
日
浦
、
黒
岩
、
大
川
、
有
枝
と
合
併
し
て
各
文
字
を
つ
づ

り
合
わ
せ
て
ヒ
ロ
カ
タ
と
呼
ん
だ
。
道
は
有
枝
川
を
渡
る
と
ふ
た
つ
に
分
か

れ
、
一
方
は
へ
ん
ろ
道
で
久
万
町
槙
谷
を
経
て
岩
屋
寺
へ
、
い
ま
ひ
と
つ
は

全
山
鬱
蒼
と
し
た
ハ
ジ
カ
ミ
峠
を
越
え
て
久
万
町
野
尻
へ
通
じ
る
。（
中
略
）

地
区
の
中
心
地
で
ひ
と
き
わ
高
い
と
こ
ろ
に
庄
屋
分
家
が
そ
の
ま
ま
形
を

と
ど
め
て
い
た
。
山
内
門
十
郎
と
い
う
庄
屋
が
最
後
で
土
佐
山
内
容
堂
の
流

れ
を
く
む
人
。
初
代
県
議
と
も
な
っ
た
。
萱
葺
き
に
天
井
は
八
分
板
、
廊
下

の
板
ば
り
は
ケ
ヤ
キ
、
欄
間
は
一
枚
一
万
円
（
註
；
当
時
）
以
上
も
す
る
と

い
う
ほ
ど
の
造
作
を
か
け
、
屋
敷
を
取
り
囲
む
石
垣
は
城
壁
の
よ
う
に
気
高 

 
 

旧
久
万
街
道
の
六
里
石
・
東
明
神 

 

四
四
番
札
所
・
大
宝
寺
本
堂
で
開
基
は
千
三
百
年
前 

く
ソ
リ
を
打
っ
て
庄
屋
時
代
の
権
勢
を
推
察
で
き
る
姿
だ
が
、
無
人
で
荒
れ

果
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
家
庄
屋
は
二
〇
㍍
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
ら
し
い
が
、
石
垣
の
一
部
を
残
す
だ
け
で
田
畑
に
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

■
四
国
遍
路
四
十
四
番
の
札
所
・
大
宝
寺 

大
宝
寺 

谷
を
渡
り
山
を
越
え
て
、
六
〇
一
人
の
土
佐
藩
百
姓
一
揆
の
連
中

は
、
（
久
万
町
）
菅
生
山
大
宝
寺
に
逃
げ
込
ん
だ
。 

  

大
宝
寺
の
開
基
は
古
い
。
七
〇
一
年
、
百
済
か
ら
聖
僧
が
十
一
面
観
世
音

を
奉
持
し
て
渡
来
、
菅
生
山
の
霊
地
に
草
庵
を
結
び
安
置
し
た
。
そ
の
後
、

弘
法
大
師
に
よ
っ
て
霊
場
、
す
な
わ
ち
八
十
八
ヵ
所
の
う
ち
の
ち
ょ
う
ど
真

ん
中
の
四
十
四
番
と
な
っ
た
。
本
堂
を
囲
む
大
ヒ
ノ
キ
の
樹
林
は
霊
場
を
い

っ
そ
う
荘
厳
な
ム
ー
ド
に
包
ん
で
い
る
。 

  

百
姓
一
揆
は
さ
ら
に
ひ
ろ
が
っ
て
、
二
月
二
四
日
、
野
川
郷
（
高
知
県
吾

川
）
か
ら
一
〇
〇
人
余
り
が
合
流
し
た
。
寺
内
は
戒
厳
令
下
の
様
相
を
呈
し
、

解
決
ま
で
、
一
ヵ
月
半
を
要
し
、
こ
こ
の
住
職
と
理
覚
坊
の
住
職
が
土
佐
藩

と
掛
け
合
っ
て
、
逃
散
百
姓
の
罪
は
問
わ
な
い
と
い
う
赦
免
状
を
と
り
、
七

〇
〇
余
の
百
姓
は
久
し
ぶ
り
に
も
と
来
た
道
を
境
野
峠
を
越
え
て
引
き
返

す
の
で
あ
る
。 

 
「
旧
街
道
」
は
、
こ
こ
か
ら
二
一
〇
年
前
の
事
件
か
ら
離
れ
、「
久
万
街
道
」

を
松
山
へ
と
上
っ
て
行
く
。 

久
万
山
と
い
う
と
三
坂
峠
か
ら
以
南
を
さ
す
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が
、
伊
予
の
北
海
道
と
い
う
形
容
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
夏
な
お
涼
し
い

と
い
う
含
み
な
の
だ
ろ
う
が
、
自
分
た
ち
の
土
地
を
揶
揄
し
た
面
も
あ
っ
て

今
後
は
や
め
ま
し
ょ
う
や
と
い
う
声
が
起
こ
り
、
こ
の
ご
ろ
は
使
わ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
代
わ
り
「
伊
予
の
軽
井
沢
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
久
万
町
は
…
…
」

と
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
急
行
バ
ス
の
女
車
掌
は
い
と
も
涼
し
げ
な
声
で
車
中

案
内
し
て
い
た
。 

  

久
万
街
道
は
明
神
を
過
ぎ
て
（
註
；
あ
っ
さ
り
、
明
神
を
見
下
ろ
す
大
除

城
を
パ
ス
し
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
か
）
い
よ
い
よ
難
関
の
三
坂
峠
に
か
か

る
。
人
呼
ん
で
〈
辞
職
峠
〉
。
久
谷
側
か
ら
上
る
峠
は
胸
つ
き
八
丁
と
も
い

え
る
道
の
り
だ
。
地
方
回
り
ば
か
り
や
ら
さ
れ
て
い
る
お
役
人
が
、
久
万
勤

務
を
お
お
せ
つ
か
り
、
い
っ
そ
辞
職
で
も
し
よ
う
か
と
思
い
つ
め
な
が
ら
こ

の
峠
に
か
か
る
。
し
か
し
思
い
直
し
て
、
次
に
は
本
庁
に
帰
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
淡
い
希
望
を
抱
い
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
峠
を
越
え
る
。 

 

■
「
久
万
街
道
」
に
ま
つ
わ
る
歌
、
ふ
た
つ 

  

三
坂
を
越
え
り
ゃ
雪
降
り
か
か
る 

 

帰
り
ゃ
妻
子
が
泣
き
か
か
る 

  

峠
を
越
す
馬
子
た
ち
は
こ
ご
え
る
手
綱
を
握
り
し
め
哀
調
切
々
と
歌
っ

た
。
難
所
ぶ
り
が
窺
え
る
。
峠
に
は
茶
屋
が
二
軒
あ
っ
た
。
そ
の
一
軒
が
夏

草
と
サ
ツ
キ
に
囲
ま
れ
て
、
今
も
残
っ
て
い
る
。
屋
根
の
葺
き
替
え
中
に
天

井
か
ら
出
て
き
た
看
板
は
左
か
ら
『
鈴
木
旅
館
、
御
支
度
所
』
と
肉
太
に
横

書
き
さ
れ
て
い
た
。
春
三
月
と
も
な
れ
ば
、
遍
路
姿
も
賑
や
か
に
、
峠
を
境

に
上
が
る
鈴
、
下
る
鈴
の
音
は
切
れ
な
か
っ
た
、
一
日
四
～
五
〇
〇
人
が
往

来
し
て
い
た
と
い
う
。
藩
政
時
代
に
は
役
人
は
馬
で
越
し
て
い
た
が
、
明
治

も
末
期
に
な
る
と
久
谷
側
の
桜
休
場
ま
で
馬
車
が
通
り
、
あ
と
は
徒
歩
、
峠

に
は
久
万
か
ら
来
た
人
力
車
や
客
馬
車
が
茶
屋
ま
で
一
日
三
回
通
い
、
峠
か

ら
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
合
図
し
て
い
た
。 

  

札
の
辻
か
ら
の
里
程
表
で
は
久
和
村
桜
休
場
が
五
里
、
三
坂
を
越
え
て
久

万
も
ち
東
明
神
ま
で
が
六
里
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
を
〈
坂
道
一
里
八

丁
〉
と
い
っ
て
実
際
よ
り
多
く
見
積
も
っ
て
い
た
。
荷
物
や
自
転
車
を
運
ん

で
の
賃
金
割
り
出
し
に
ト
ク
を
し
て
い
た
わ
け
。
二
神
の
ば
あ
さ
ん
と
い
う

女
運
搬
人
が
い
て
、
峠
を
、
自
転
車
を
か
つ
い
で
一
日
三
往
復
し
、
一
回
五

〇
銭
を
も
ら
っ
て
い
た
。
旅
館
代
が
五
〇
銭
、
う
ど
ん
が
二
銭
の
時
代
だ
か

ら
良
い
稼
ぎ
。
（
中
略
） 

  

峠
で
一
緒
に
な
る
国
道
三
三
号
線
は
明
治
二
十
三
年
に
開
通
し
た
。
道
後

平
野
か
ら
忽
那
七
島
を
展
望
で
き
る
新
名
所
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
峠
に
は
展
望
台
が
で
き
、
新
旧
両
道
を
結
ん
で
ボ
ン
ボ
リ
が
点
さ
れ
る

賑
わ
い
を
呈
し
た
そ
う
で
あ
る
。 

  

難
所
を
過
ぎ
れ
ば
あ
と
は
ダ
ラ
ダ
ラ
道
を
松
山
へ
向
か
う
だ
け
と
な
る
。

（
略
）
道
は
旧
久
谷
村
を
通
っ
て
旧
坂
本
村
分
の
榎
に
さ
し
か
か
る
。
さ
ら
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に
下
る
と
丹
波
。
下
り
坂
は
こ
こ
で
終
わ
る
し
、
反
対
に
上
り
坂
の
始
ま
り

に
な
る
の
で
、
通
行
の
人
た
ち
は
こ
こ
で
一
息
い
れ
た
。
茶
屋
が
五
軒
あ
っ

て
遍
路
や
一
般
旅
人
で
昼
夜
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
バ
ス
は
丹
波
が
終
点
で
、

停
留
所
の
と
こ
ろ
か
ら
旧
道
が
右
に
通
っ
て
い
る
。
大
き
い
セ
ン
ダ
ン
の
木

が
あ
っ
て
ワ
ラ
ジ
を
売
る
茶
店
も
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
広
い
敷
地
を
残
す
だ

け
と
な
っ
て
い
る
。 

  

旅
人
の 

う
た
登
り
ゆ
く 

若
葉
か
な 

 
 
 
 
 

子
規 

 

井
手
口
は
三
坂
か
ら
の
宿
場
と
な
っ
て
い
た
。
東
屋
、
橋
岡
屋
、
上
野
屋

な
ど
大
小
い
く
つ
か
の
旅
人
宿
が
あ
っ
た
。
藩
政
時
代
に
久
谷
は
久
万
山
郷

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
松
山
か
ら
久
万
へ
視
察
に
い
く
役
人
は

こ
の
あ
た
り
で
一
泊
し
て
い
た
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
一
日
で
久
万
ま
で
強

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
久
谷
を
久
万
山
郷
に
し
て
お
け
ば
庄
屋
あ

た
り
に
一
泊
し
て
接
待
費
は
相
手
も
ち
、
出
張
旅
費
が
浮
か
せ
る
と
い
う
俗

世
間
的
な
手
で
あ
っ
た
。 

  

道
は
恵
原
か
ら
重
信
川
ほ
と
り
の
広
瀬
へ
と
続
き
、
そ
の
ま
ま
川
を
横
切

っ
て
森
松
へ
と
下
る
。
森
松
橋
の
な
い
こ
ろ
は
上
流
の
広
瀬
か
ら
真
っ
直
ぐ

重
信
川
を
渡
船
や
裾
を
か
ら
げ
て
渡
っ
た
。
下
っ
て
道
は
森
松
の
町
か
ら
い

ま
の
線
路
伝
い
で
は
あ
る
が
も
っ
と
西
方
を
石
井
へ
と
続
い
て
い
た
。
久
万

街
道
は
森
松
を
過
ぎ
る
と
田
圃
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
、
平
坦
コ
ー
ス
と
な
る
。

哀
歓
を
秘
め
て
街
道
は
城
下
町
を
札
ノ
辻
に
到
着
す
る
。
県
境
の
東
川
よ
り

十
一
里
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。 

街
道
は
こ
こ
で
途
切
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
藩
政
時
代
、
松
山
か
ら
旅
に

出
る
起
点
の
地
は
札
の
辻
だ
っ
た
。
風
早
郷
へ
向
か
う
今
治
街
道
は
こ
こ
か

ら
北
上
し
て
行
っ
た
。
堀
江
、
粟
井
、
北
条
へ
と
続
く
海
岸
道
と
な
る
。
粟

井
坂
を
越
え
て
伊
予
灘
に
入
る
と
風
の
色
が
変
わ
る
、
と
先
に
書
い
た
。
そ

れ
ま
で
は
興
居
島
や
太
山
寺
山
の
お
陰
で
風
が
優
し
か
っ
た
の
が
、
突
然
、

海
か
ら
の
西
風
を
ま
と
も
に
受
け
る
。 

  

久
万
山
か
ら
風
早
郷
へ
の
旅
は
、
劇
的
に
変
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

 
 

旅
人
で
賑
わ
っ
た
桜
休
場
の
茶
屋
跡 

 
 

旧
札
の
辻
跡 

各
街
道
は
こ
こ
が
始
点 


